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)0,(),0,0( aBA とすると、条件により、 )sin,cos(),2sin,2(cos  aQP とおける。 
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22)1(24)( 22  aataattf とおき、 11 ≦≦t における最大値を考えればよい。 
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求める )(tfPQ  の最大値は 
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0m において、 0≧D が成り立てばよい。 

222 )2(2)()( amcabcabmcbmf  とする。 )(mf は下に凸な二次関数である。 
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0)( mf が相違なる 2実数解を持たなければよい。 
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これより、 cab  または bac  であれば、条件を満たす。 
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i)と ii)を合わせると、求める必要十分条件は cb  かつ ab   または bc  かつ ac   ……(答) 

 

すなわち、相違なる正数 cba ,, のうち、最小値が aでなければよい。 
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